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花
園
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
四
〇
年
に
「
老
人

ク
ラ
ブ
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
六

〇
年
に
な
る
そ
う
で
す
。
高
齢
者
福
祉
の
観
点
か
ら
地

域
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
存
在
は
ま
す
ま
す
重
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
全
国
的
に
は
年
々
減
少
し
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
花
園
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
な

ん
と
百
名
。
会
員
の
平
均
年
齢
は
八
十
五
才
。
活
動
は

原
則
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
中
。
高
齢
者

が
楽
し
く
『
ふ
れ
あ
う
こ
と
』
が
主
た
る
活
動
だ
そ
う

で
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
か
ら
麻
雀
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、

カ
ラ
オ
ケ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ま
た
豊
寿
園
で
の

お
楽
し
み
会
か
ら
年
一
回
の
旅
行
ま
で
、
実
に
様
々
な

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、参
加
は
完
全
に
自
由
。

ま
た
、
個
人
の
交
友
関
係
の
広
が
り
や
、
高
齢
者
福
祉

に
関
す
る
重
要
な
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て

い
ま
す
。

　

年
会
費
二
千
円
。
規
則
に
基
づ
く
地
域
へ
の
奉
仕
活

動
も
あ
る
た
め
、
豊
田
市
や
町
か
ら
手
厚
く
支
援
さ

れ
、
と
て
も
充
実
し
た
活
動
を
さ
れ
て
い
る
印
象
を
持

ち
ま
し
た
。
会
長
の
永
野
様
は
役
職
者
へ
の
負
担
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
負
担
軽
減
に
努

め
、
多
く
の
方
が
気
軽
に
参
加
し
、
今
後
も
長
く
続
い

て
い
く
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
目
指
し
て
い
る
と
の
お
話
で

し
た
。　

　

人
生
百
年
時
代
を
迎
え
、花
園
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
は
、

人
生
の
晩
年
を
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う
活
発
に
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
に
集
ま
る
高
齢

者
の
方
々
の
ス
テ
キ
な
笑
顔
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
職
記
）

花園ふれあいクラブ　取材

別組織「ちゃちゃちゃ」に多くが合流

舞台では合唱を披露

豊寿園の入浴施設（無料）豊寿園での食事付き親睦会食事と会話で楽しいひとときカラオケは人気で歌い手も多数

マレットゴルフ会場　神社清掃②マレットゴルフはふれあいクラブ内での同好会活動マレットゴルフ大会　上位者は新聞発表も年 4 回ほどの豊寿園での親睦会

年 1 回のふれあいクラブ総会総会後の親睦会青春まっただ中？マレットゴルフ会場　神社清掃①

市役所福祉担当者との意見交換向かって右が会長の永野昭男さん区民会館の清掃の協力定例のふれあいクラブ役員会議

活動場所　『憩いの家』最大の活動　『ふれあい』頻繁に行われる麻雀当番がありお茶・お菓子の提供も
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三
．
蓮
如
忌　

　
　

御
志
納
い
た
だ
い
た
方
は
、
一
五
七
名

　
　

御
志
納
額
は
、
五
〇
万
七
千
円

　

多
く
の
方
に
御
参
詣
な
ら
び
に
御
志
納
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
蓮
如
忌
参
詣
者
数
は
、
前

年
よ
り
三
名
減
。
御
志
納
額
も
、
六
千
円
の
減
少
で
し

た
。
２
日
間
の
日
程
で
、
一
日
目
午
後
か
ら
、
法
要
と

法
話
、
そ
し
て
恒
例
の
『
ビ
ン
ゴ
大
会
』。
二
日
目
の

午
前
は
、
法
要
と
落
語
と
い
う
内
容
で
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
本
年
度
も
庫
裏
で
の
実
施
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
参
詣
席
は
ほ
ぼ
満
杯
で
し
た
。
今
回
も
お
斎（
昼
食
）

は
持
ち
帰
り
弁
当
に
し
ま
し
た
。
３
年
目
の『
う
お
茂
』

さ
ん
の
弁
当
も
好
評
で
し

た
が
、諸
物
価
高
騰
の
折
、

弁
当
費
用
も
１
０
％
以
上

値
上
が
り
ま
し
た
。
参
詣

者
減
少
と
若
い
世
代
の

方
々
の
蓮
如
忌
の
お
参
り

を
お
寺
と
し
て
考
え
、
対

策
を
講
じ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
敬
称
略
】

住
職
（
代
表
役
員
）　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野　

直
人

坊
守
（
責
任
役
員
）　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野
千
珠
子

一
周
忌　

・
・
・
・
令
和
六
年　
　

ご
逝
去

三
回
忌　

・
・
・
・
令
和
五
年　
　
　

〃

七
回
忌　

・
・
・
・
平
成
三
十
一
年　

〃 

十
三
回
忌　

・
・
・
平
成
二
十
五
年　

〃

十
七
回
忌　

・
・
・
平
成
二
十
一
年　

〃

二
十
三
回
忌
・
・
・
平
成
十
五
年　
　

〃

二
十
七
回
忌
・
・
・
平
成
十
一
年　
　

〃

三
十
三
回
忌
・
・
・
平
成
五
年　
　
　

〃

五
十
回
忌　

・
・
・
昭
和
五
十
一
年　

〃

一
．
除
夜
の
鐘
撞
き
・
修
正
会

　

除
夜
の
鐘
撞
き
に
は
、

約
五
〇
〇
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
比
約

百
名
の
減
少
で
し
た
。
従

来
ご
参
加
い
た
だ
い
た
高

齢
者
の
み
な
さ
か
ら
夜
遅

い
の
は
辛
い
と
の
ご
意
見

も
あ
り
、
開
始
を
早
め
る

こ
と
も
検
討
し
て
参
り
ま

す
。

二
．
書
き
初
め
会

　

新
年
一
月
四
日
に
恒
例
の
書
き
初
め
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
六
名
で
し
た
。
な
お
、
表
彰
式
は
せ

ず
、
後
日
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
賞
品
と
鏡
餅

を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

令
和
七
年
　
年
忌
　
早
見
表

令
和
七
年
度

           

　
養
寿
寺
組
織
一
覧
表

昨
年
十
二
月
か
ら
本
年
五
月
ま
で
の

主
な
行
事
の
ご
報
告

世
話
方
会
会
計（
御
仏
供
米
）ご
報
告

1　収 入 の 部	
項　　　目 計

前年度からの繰越金（普通預金） ¥1,000,929 
前年度からの繰越金（定期預金） ¥300,070 
お仏供米寄付金 ¥936,000 
同朋会員費徴収実務謝礼（本山より） ¥0 
貯金利息 ¥111 
定期貯金利息 ¥6 
寄付金
定期預金から移動

合　計 ¥2,237,116 
2　支 出 の 部

項　　　目 計
花まつり お寺への補助金 ¥5,000 
心の元気塾 講師謝礼 ( 一部） ¥80,000 

お寺への補助金 ¥17,000 
報恩講 行事助成金 ( 講師謝礼等） ¥80,000 

イベント代（ビンゴ大会） ¥19,011 
除夜の鐘・修正会 参拝祈念品（クッキー代） ¥66,000 
小泉墓地の清掃 作業手当(延べ人数25人） ¥100,000 
(6 月 ･7 月 ･9 月） 備品等 ( 車代含む） ¥60,278 

お茶代 ¥19,502 

蓮如忌 行事助成金 ( 講師謝礼等） ¥80,000 
イベント代（ビンゴ大会） ¥22,232 

火災保険 本堂の掛金 ¥100,000 
庫裏の掛金 ¥19,900 

庶務費 境内整備資材費 ¥0 
事務費等 ¥2,565 
印刷代補助（養寿寺だより） ¥120,000 
町内への寺報（7 月号 ) 郵送料 ¥38,976 

慶弔費 お見舞い・香典等 ¥0 
その他行事費 ¥0 
世話方研修会 研修会 ¥46,874 

交通費 ¥16,000 
定期預金へ移動 定期預金へ移動 ¥0 

支出合計 ¥893,338 

差し引き残高 ( 収入ー支出） ¥1,343,778 

3　次年度への繰越金
普通貯金 あいち豊田農協協同組合 ¥1,043,708 
定期貯金 　　　　〃 ¥300,070 

代表　池田全輝夫　　会計責任者　溝脇孝行

（左上に続く）

総
代
（
責
任
役
員
）　
　
　
　
　
　
　
　

樹
神　
　

守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
田　

松
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
全
輝
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樹
神　
　

誠

高
岡
組
門
徒
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
全
輝
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樹
神　
　

誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樹
神　

千
明

養
寿
寺
世
話
方
会
（
◎
は
代
表 

）

　
　

男
性　
　
　
　

◎
池
田
全
輝
夫　
　

樹
神　
　

誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
田　

孝
男　
　

溝
脇　

孝
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
田　

松
己　
　

後
藤　

鐘
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
田　

明
久　
　

谷　
　

行
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀　

敏
男　
　

寺
田　

和
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

健
三

　

お
布
施
の
こ
と
、お
二
人
以
上
の
年
忌
法
要
の
こ
と
、

区
切
り
を
付
け
る
『
弔
い
上
げ
法
要
』
の
こ
と
な
ど
、

ご
質
問
そ
の
も
の
が
仏
教
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
遠
慮
無
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

お
寺
を
法
要
の
場
所
と
し
て
ご
利
用
さ
れ
る
方
が
年
忌

ご
依
頼
の
五
割
を
越
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
椅
子
も

ご
用
意
で
き
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
☎ 

〇
五
六
五
ー
五
二
ー
四
四
七
〇
） 新年を正信偈とともに迎える修正会お寺に若い方も集まります

おおぜいが集まる除夜の鐘撞き

作品は本堂に掲示

書き初め会の様子

蓮如忌　住職挨拶1 日目 法話講師　荒山淳先生

蓮如忌　正信偈のお勤め

新役員　加藤健三様

年一回の役員総会
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四
．
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ 

物
故
者 

追
悼
法
要

　

ご
逝
去
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
会
員
様
の
追
悼
法
要
が
三
月

十
七
日
（
月
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
十
時
か
ら

二
十
分
ほ
ど
の
法
要
で
し
た
。

五
． 

高
岡
地
区
門
徒
会
研
修
実
施

　

三
月
六
日
（
木
）
に
高
岡
地
区
門
徒
会
役
員
研
修
会

が
三
河
別
院
報
恩
講
参
拝
と
い
う
形
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

六
．
花
ま
つ
り

　

四
月
八
日
、
養
寿
寺
で
仏
教
の
開
祖
で
あ
る
お
釈
迦

様
の
誕
生
を
祝
う
『
花
ま
つ
り
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
の
協
力
で
三
〇
名
ほ
ど
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
．
蓮
華
の
会
（
写
経
）
参
加
者
募
集

実施日時
①
９
月
16
日 

火

②
10
月
21
日 

火

③
11
月
18
日 

火

④
12
月
９
日 

火

午
前
10
時
～
11
時

２
．
駅
構
内
に　

養
寿
寺
広
告
板 

設
置

　

駅
周
辺
に
お
住
ま
い
で
養
寿
寺
を
ご
存
じ
な
い
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
存
じ
の
方
は
養
寿
寺
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
名
鉄
の
三
河
八

橋
駅
に
養
寿
寺
の
広
告
板
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

３
．
養
寿
寺
ク
ッ
キ
ー
を
箱
入
り
に

　

慣
例
で
、
年
忌
法
要
な
ど
を
ご
依
頼
い
た
だ
い
た
方

に
念
珠
の
『
御
供
』
を
お
渡
し
し
て
い
ま
し
た
が
、
二

回
目
以
降
は
養
寿
寺
ク
ッ
キ
ー
六
枚
入
り
を
お
渡
し
す

る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
ク
ッ

キ
ー
は
「
こ
じ
ま

障
が
い
者
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
豊
田

さ
く
ら
ワ
ー
ク

ス
」
で
作
っ
て
い

た
だ
い
た
も
の
で

す
。 短 

信

◎７月２４日(木)・２５日(金)を予定　こころの元気塾　午前６時３０分～午前７時４５分

◎８月１３日(水) ・ １４日(木)　　合同初盆会
　　　　　　　　　　　　【初盆の方にご案内申し上げます】

　８月下旬　子ども対象　ラジオ体操とお経のお稽古
　　　　　8月20日(水)・8月21日(木)・8月22日(金)を予定

◎９月秋のお彼岸の頃　　　永代祠堂法要　  該当の方にはお寺より詳細と出欠席確認のハガキをお出しします。
◎１０月２５日(土)～２６日(日)  報恩講　実施　　　詳細は未定　行事が近づきましたら詳細をご連絡します。

【令和７年度　１２月までの主な予定　ご案内】
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

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















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
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こころの元気塾(25日)
講師　福万寺住職　戸松憲仁先生 ⇒

《プロフィール》
1949年生まれ、元 CBC アナ
ウンサー　人気ラジオ番組「朝
PON」のパーソナリティ－を
長年担当

こころの元気塾(24日)
講師　多田しげおさん ⇒

ビンゴ大会も 10 回目

男性の方にもご参加いただきました 養寿寺からはお二人が参加

庫裏の会場は満席です

お子さんにもご参加いただきました

ご遺族にもお参りいただきました うお茂さんの弁当も 3 年目

好評のビンゴ大会

お釈迦様に甘茶をかけます 三河別院報恩講

蓮如忌の落語会も 14 年目

若い世代の方にもご参加いただきました

主催社代表あいさつ コロナ以降はお持ち帰りの弁当

三河八橋駅　広告看板 蓮華の会　活動の様子養寿寺クッキー　御供え用


